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本市では、2011（平成 23）年に都市計画に関する基本的な方針である「岩国

市都市計画マスタープラン」を策定し、豊かな自然と都市が共生した活力と交流
にあふれる都市づくりを進めてきました。 
 計画に基づく取組として、岩国駅、南岩国駅等の交通結節機能の強化や愛宕山
地区、黒磯地区などの都市基盤の整備が着実に進む一方で、少子高齢化に伴う人
口減少、自然災害の頻発・激甚化、ＡＩをはじめとしたデジタル技術の進展、脱
炭素社会の実現に向けた取組など本市を取り巻く社会環境は大きく変化してお
ります。 
 こうした様々な課題に対応するため、2023（令和５）年に策定した「第３次岩
国市総合計画」に基づく持続可能な都市づくりの実現に向けて、「岩国市都市計
画マスタープラン」を改定いたしました。 
 新たな計画では、「豊かな自然と歴史や文化につつまれた交流とにぎわいのま
ち いわくに」をまちづくりの将来像に掲げています。本市が誇る山・川・海の
豊かな自然環境と歴史、文化、観光施設等の魅力あふれる地域資源を活用すると
ともに、地域間や他都市との交流・連携を図りながら、各地域の多様な特性を活
かした魅力的なまちづくりを進めてまいります。市民の皆様におかれましては、
この将来像の実現に向けて、引き続き御理解と御協力をお願いいたします。 
 結びに、本計画の改定に当たり、アンケートや地域別ワークショップ、パブリ
ックコメント等を通じて御意見をお寄せいただいた市民の皆様をはじめ、岩国
市都市計画審議会の委員並びに関係機関の皆様に、心から感謝を申し上げます。 
  
 
 
 
 

2026（令和８）年７月 
 
 
 

岩 国 市 長         
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序 章 都市計画マスタープランとは            

 

１．都市計画マスタープランの概要 

（１）都市計画マスタープランとは 
都市計画マスタープランとは、1992（平成４）年６月の「都市計画法及び建築基準法

の一部を改正する法律」に伴い創設された制度で、都市計画法第18条の２に定められた

「市町村の都市計画に関する基本的な方針」のことを指します。 

即ち、住⺠に最も近い⽴場にある市町村が、その創意⼯夫のもとに住⺠の意⾒を反映

し、まちづくりの将来ビジョンを確立するとともに、将来の目指すべき「まち」の姿を

定めるものです。 

 

（２）都市計画マスタープランの位置付け 
都市計画法第18条の２において、都市計画マスタープランは、「当該市町村の建設に

関する基本構想（総合計画*）」及び県が定める「都市計画区域*の整備、開発及び保全

の方針（都市計画区域マスタープラン）」に即して定めることとされています。また、

市町村が定める都市計画は都市計画マスタープランに即したものとすることとされてい

ます。 

2014（平成26）年に都市再生特別措置法*（以下、「都市再生法」という。）に基づ

き創設された立地適正化計画は、都市全体を見渡したマスタープランとしての性格を持

つことから、都市計画マスタープランの一部とみなされており、本市でも2025（令和

７）年に改定した『岩国市立地適正化計画』の内容を『岩国市都市計画マスタープラ

ン』に反映しています。 

 

■ 岩国市都市計画マスタープランの位置付け 
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● 『岩国市立地適正化計画』とは 
都市再生法に定められている「住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図るため

の計画」のことで、一定の人口密度に支えられた居住や医療、福祉、商業、公共交通等

の多様な都市機能がまとまって立地するよう、既存の都市機能の維持や緩やかな立地の

誘導を行うとともに、公共交通と連携した「コンパクト・プラス・ネットワーク*」のま

ちづくりを推進することを目的とする計画です。 

 
● 『岩国市立地適正化計画』で定める事項 

『岩国市立地適正化計画』では、主に以下の事項を定めています。 

⦿目標 

  多様な魅力を活力に変え 安心・快適に暮らせる持続可能な都市 
 

⦿誘導区域（にぎわい居住区域*（居住誘導区域*）／都市機能誘導区域*） 

⦿誘導施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⦿防災指針 
コンパクトで安全なまちづくりを推進するため、災害リスクの高い地域は、新たな 

立地抑制を図るためにぎわい居住区域（居住誘導区域）からの原則除外を徹底すると 

ともに、にぎわい居住区域（居住誘導区域）に残る災害リスクに対して、計画的かつ 

着実に必要な防災減災対策に取り組むことを示すものです。 

 

 ⦿誘導施策・防災減災施策 

  にぎわい居住区域（居住誘導区域）への居住を誘導する施策や防災減災にかかる施 

策、都市機能誘導区域における誘導施設の立地を誘導するための施策を実施すること 

で、「コンパクト・プラス・ネットワーク」による立地適正化の実現を目指します。 

にぎわい居住区域 

（居住誘導区域） 

人口減少の中にあっても

一定のエリアにおいて人

口密度を維持することに

より、生活サービスやコ

ミュニティが持続的に確

保されるように居住を誘

導すべき区域。 

立地適正化計画区域 

（都市計画区域） 

市街化区域*・ 

非線引き用途地域 

都市機能誘導区域 

医療・福祉・商業等の都市機

能を都市の拠点に誘導し集約

することにより、各種サービ

スの効率的な提供を図る区

域。 

 

誘導施設 

居住者の共同の福祉や利便の

向上を図る観点から、立地を

誘導する施設。 

《岩国市立地適正化計画で定める誘導区域・誘導施設のイメージ》 
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序 章 都市計画マスタープランとは            

 

１．都市計画マスタープランの概要 

（１）都市計画マスタープランとは 
都市計画マスタープランとは、1992（平成４）年６月の「都市計画法及び建築基準法

の一部を改正する法律」に伴い創設された制度で、都市計画法第18条の２に定められた

「市町村の都市計画に関する基本的な方針」のことを指します。 

即ち、住⺠に最も近い⽴場にある市町村が、その創意⼯夫のもとに住⺠の意⾒を反映

し、まちづくりの将来ビジョンを確立するとともに、将来の目指すべき「まち」の姿を

定めるものです。 

 

（２）都市計画マスタープランの位置付け 
都市計画法第18条の２において、都市計画マスタープランは、「当該市町村の建設に

関する基本構想（総合計画*）」及び県が定める「都市計画区域*の整備、開発及び保全

の方針（都市計画区域マスタープラン）」に即して定めることとされています。また、

市町村が定める都市計画は都市計画マスタープランに即したものとすることとされてい

ます。 

2014（平成26）年に都市再生特別措置法*（以下、「都市再生法」という。）に基づ

き創設された立地適正化計画は、都市全体を見渡したマスタープランとしての性格を持

つことから、都市計画マスタープランの一部とみなされており、本市でも2025（令和

７）年に改定した『岩国市立地適正化計画』の内容を『岩国市都市計画マスタープラ

ン』に反映しています。 

 

■ 岩国市都市計画マスタープランの位置付け 
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● 『岩国市立地適正化計画』とは 
都市再生法に定められている「住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図るため

の計画」のことで、一定の人口密度に支えられた居住や医療、福祉、商業、公共交通等

の多様な都市機能がまとまって立地するよう、既存の都市機能の維持や緩やかな立地の

誘導を行うとともに、公共交通と連携した「コンパクト・プラス・ネットワーク*」のま

ちづくりを推進することを目的とする計画です。 

 
● 『岩国市立地適正化計画』で定める事項 

『岩国市立地適正化計画』では、主に以下の事項を定めています。 

⦿目標 

  多様な魅力を活力に変え 安心・快適に暮らせる持続可能な都市 
 

⦿誘導区域（にぎわい居住区域*（居住誘導区域*）／都市機能誘導区域*） 

⦿誘導施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⦿防災指針 
コンパクトで安全なまちづくりを推進するため、災害リスクの高い地域は、新たな 

立地抑制を図るためにぎわい居住区域（居住誘導区域）からの原則除外を徹底すると 

ともに、にぎわい居住区域（居住誘導区域）に残る災害リスクに対して、計画的かつ 

着実に必要な防災減災対策に取り組むことを示すものです。 

 

 ⦿誘導施策・防災減災施策 

  にぎわい居住区域（居住誘導区域）への居住を誘導する施策や防災減災にかかる施 

策、都市機能誘導区域における誘導施設の立地を誘導するための施策を実施すること 

で、「コンパクト・プラス・ネットワーク」による立地適正化の実現を目指します。 

にぎわい居住区域 

（居住誘導区域） 

人口減少の中にあっても

一定のエリアにおいて人

口密度を維持することに

より、生活サービスやコ

ミュニティが持続的に確

保されるように居住を誘

導すべき区域。 

立地適正化計画区域 

（都市計画区域） 

市街化区域*・ 

非線引き用途地域 

都市機能誘導区域 

医療・福祉・商業等の都市機

能を都市の拠点に誘導し集約

することにより、各種サービ

スの効率的な提供を図る区

域。 

 

誘導施設 

居住者の共同の福祉や利便の

向上を図る観点から、立地を

誘導する施設。 

《岩国市立地適正化計画で定める誘導区域・誘導施設のイメージ》 
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（３）都市計画マスタープランの役割 
都市計画マスタープランは、大きく以下のような役割を担います。 

 

市町村の都市づくりの⻑期的なビジョン 
都市計画マスタープランは、おおむね 20年後の都市の姿を⾒通しながら、⻑期

的な視点による将来ビジョンを示すものです。 

 

市町村が行う都市計画事業の指針 
個別の都市づくり（都市計画）における上位計画として位置付けられるもので、

都市計画に関わる法制度や事業等については、都市計画マスタープランの内容に

即した計画及び変更を行う必要があります。 

 

個別の計画の相互調整 
都市計画マスタープランは、当該市町村における『中心市街地活性化基本計画』*

等、都市づくりに関する個別計画・施策や施設計画等の相互調整を図り、都市計

画についての体系的な指針となるものです。 

 

協働のまちづくりの推進 
都市計画マスタープランの策定を契機として、都市計画に対する市⺠の関⼼と理

解を高め、協働のまちづくりを推進するものです。 

 

（４）岩国市都市計画マスタープランの改定の趣旨 
全国的に人口減少・少子高齢化の進行とともに、中心市街地の空洞化等、都市の活力

低下が生じていることを受けて、2014（平成26）年８月に都市再生法が改正され、立

地適正化計画制度が創設されたことから、本市においても集約型都市づくり*の推進を

図るため、2020（令和２）年３月に『岩国市立地適正化計画』を策定しました。 

その後、全国各地で気候変動の影響により、水災害が頻発・激甚化の傾向をみせてい

ることを踏まえ、2020（令和２）年６月に都市再生法が改正され、立地適正化計画に

「防災指針」を位置付け、居住誘導区域内における災害リスクに対して、計画的かつ着

実に必要な防災減災対策に取り組むこととなりました。 

この法改正を受け、2025（令和７）年３月に『岩国市立地適正化計画』を改定し、

「防災指針」を定め、「コンパクト・プラス・ネットワーク」の実現に向けた取組に加

え、「防災減災対策」に取り組んでいます。 

このような都市計画としての取組を進めている中で、2023（令和５）年３月には本市

の最上位計画である『第３次岩国市総合計画』が策定されました。 

岩国市都市計画マスタープランは、前回の改訂から約10年が経過していること、そし

て、近年の社会情勢の変化を踏まえつつ、本市の上位・関連計画との整合を確保する観

点から改定を行いました。 
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（５）岩国市都市計画マスタープランの対象範囲と構成、目標年次 
① 対象範囲 

本市は、「岩国都市計画区域（岩国地域の一部）」「岩国南都市計画区域（由宇地

域・玖珂地域の全域、周東地域の一部）」の２つの都市計画区域を有しており、それ

以外の区域は都市計画区域外となっています。 

都市計画マスタープランは都市計画に関する基本的な方針を定めるものであること

から、岩国市都市計画マスタープランでは主として都市計画区域に関する方針を定め

るものとします。ただし、本市では行政区域の大半が都市計画区域外であり、また、

都市部と中山間地域とが相互連携を図っていくことが本市全体の発展につながること

から、「都市づくりの目標」「都市づくりの方針（全体構想）」については全市を対

象として、「地域づくりの方針（地域別構想）」については都市計画区域を対象とし

て定めるものとします。 

 

■ 岩国市都市計画マスタープランの対象範囲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②都市計画マスタープランの構成 
● 都市づくりの目標･･･ 都市の将来像、都市づくりの理念、基本方針、将来都市構造

を定めます。 

● 都市づくりの方針･･･ 

 （全体構想） 

市全域の土地利用や施設整備、保全等の方針を分野別に定め

ます。 

● 地域づくりの方針･･･ 

（地域別構想） 

都市計画区域内の地域ごとに、まちづくりの方針を定めます。

● 実現化方策･････････ 都市計画マスタープランの実現化に向けた方策を定めます。 
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（３）都市計画マスタープランの役割 
都市計画マスタープランは、大きく以下のような役割を担います。 

 

市町村の都市づくりの⻑期的なビジョン 
都市計画マスタープランは、おおむね 20年後の都市の姿を⾒通しながら、⻑期

的な視点による将来ビジョンを示すものです。 

 

市町村が行う都市計画事業の指針 
個別の都市づくり（都市計画）における上位計画として位置付けられるもので、

都市計画に関わる法制度や事業等については、都市計画マスタープランの内容に

即した計画及び変更を行う必要があります。 

 

個別の計画の相互調整 
都市計画マスタープランは、当該市町村における『中心市街地活性化基本計画』*

等、都市づくりに関する個別計画・施策や施設計画等の相互調整を図り、都市計

画についての体系的な指針となるものです。 

 

協働のまちづくりの推進 
都市計画マスタープランの策定を契機として、都市計画に対する市⺠の関⼼と理

解を高め、協働のまちづくりを推進するものです。 

 

（４）岩国市都市計画マスタープランの改定の趣旨 
全国的に人口減少・少子高齢化の進行とともに、中心市街地の空洞化等、都市の活力

低下が生じていることを受けて、2014（平成26）年８月に都市再生法が改正され、立

地適正化計画制度が創設されたことから、本市においても集約型都市づくり*の推進を

図るため、2020（令和２）年３月に『岩国市立地適正化計画』を策定しました。 

その後、全国各地で気候変動の影響により、水災害が頻発・激甚化の傾向をみせてい

ることを踏まえ、2020（令和２）年６月に都市再生法が改正され、立地適正化計画に

「防災指針」を位置付け、居住誘導区域内における災害リスクに対して、計画的かつ着

実に必要な防災減災対策に取り組むこととなりました。 

この法改正を受け、2025（令和７）年３月に『岩国市立地適正化計画』を改定し、

「防災指針」を定め、「コンパクト・プラス・ネットワーク」の実現に向けた取組に加

え、「防災減災対策」に取り組んでいます。 

このような都市計画としての取組を進めている中で、2023（令和５）年３月には本市

の最上位計画である『第３次岩国市総合計画』が策定されました。 

岩国市都市計画マスタープランは、前回の改訂から約10年が経過していること、そし

て、近年の社会情勢の変化を踏まえつつ、本市の上位・関連計画との整合を確保する観

点から改定を行いました。 
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（５）岩国市都市計画マスタープランの対象範囲と構成、目標年次 
① 対象範囲 

本市は、「岩国都市計画区域（岩国地域の一部）」「岩国南都市計画区域（由宇地

域・玖珂地域の全域、周東地域の一部）」の２つの都市計画区域を有しており、それ

以外の区域は都市計画区域外となっています。 

都市計画マスタープランは都市計画に関する基本的な方針を定めるものであること

から、岩国市都市計画マスタープランでは主として都市計画区域に関する方針を定め

るものとします。ただし、本市では行政区域の大半が都市計画区域外であり、また、

都市部と中山間地域とが相互連携を図っていくことが本市全体の発展につながること

から、「都市づくりの目標」「都市づくりの方針（全体構想）」については全市を対

象として、「地域づくりの方針（地域別構想）」については都市計画区域を対象とし

て定めるものとします。 

 

■ 岩国市都市計画マスタープランの対象範囲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②都市計画マスタープランの構成 
● 都市づくりの目標･･･ 都市の将来像、都市づくりの理念、基本方針、将来都市構造

を定めます。 

● 都市づくりの方針･･･ 

 （全体構想） 

市全域の土地利用や施設整備、保全等の方針を分野別に定め

ます。 

● 地域づくりの方針･･･ 

（地域別構想） 

都市計画区域内の地域ごとに、まちづくりの方針を定めます。

● 実現化方策･････････ 都市計画マスタープランの実現化に向けた方策を定めます。 
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③目標年次 
岩国市都市計画マスタープランは、統計資料として活用した都市計画基礎調査の実

施年次である2022（令和４）年を基準年次とし、策定年次である2026（令和８）年

から⻑期的な視点に⽴った都市の将来像を⽰すという観点で概ね20年後の2045（令

和27）年を目標年次とし、その中間にあたる概ね10年後の2035（令和17）年を中間

年次として設定します。 

 

 

２．策定体制 

岩国市都市計画マスタープランは、以下の体制により策定しました。 

 
 

■ 岩国市都市計画マスタープランの策定体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 岩国市都市計画審議会 

知識経験者、市議会議員、関係⾏政機関の職員、市⺠により構成し、専門的な見地

から都市計画マスタープラン案に対する意見を述べるとともに、事務局への助言を行

いました。 

 

● 市⺠意⾒反映 

都市計画法第 18 条の 2 において、都市計画マスタープランを定めるときは公聴会

の開催等、住⺠意⾒を反映させるために必要な措置を講ずることとされていることか

ら、岩国市都市計画マスタープランを策定するにあたり、以下の⽅法で、住⺠の意⾒

の抽出を行いました。 
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・市⺠、⾼校⽣アンケート 

市⺠や将来を担う⾼校⽣に本市のまちづくりに関する考えや、計画策定時・前回改

訂時からの市⺠の意識の変化を把握するため、アンケートを実施しました。 

 

・地域別ワークショップ
＊

 

都市計画区域内の各地域の住⺠同士で、話し合いながら地域のまちづくりに対する

意見やアイデアを提案する場として、地域別ワークショップを実施しました。 

 

・住⺠説明会、パブリックコメント
＊

 

岩国市都市計画マスタープランを周知するとともに、計画案についての意見や提言

を広く集めるため、住⺠説明会とパブリックコメントを実施しました。 

 

● 関係機関との調整 

計画策定にあたり、都市計画区域マスタープランに即したものとするため、国や県

の関係部局と協議・調整を図りました。 

 

 

● 庁内連絡会議 

都市計画に関係する庁内各部課の職員により構成し、事業等を実施する行政の立場

で都市計画マスタープラン案を検討するとともに、事務局や関係課相互の調整を図り

ました。 

 

● 事務局 

市都市計画課及びコンサルタントにより構成し、都市づくりの方針の検討・立案、

策定組織の運営、意見収集・調整を行いながら、都市計画マスタープラン案のとりま

とめを行いました。 
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③目標年次 
岩国市都市計画マスタープランは、統計資料として活用した都市計画基礎調査の実

施年次である2022（令和４）年を基準年次とし、策定年次である2026（令和８）年

から⻑期的な視点に⽴った都市の将来像を⽰すという観点で概ね20年後の2045（令

和27）年を目標年次とし、その中間にあたる概ね10年後の2035（令和17）年を中間

年次として設定します。 

 

 

２．策定体制 

岩国市都市計画マスタープランは、以下の体制により策定しました。 

 
 

■ 岩国市都市計画マスタープランの策定体制 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 岩国市都市計画審議会 

知識経験者、市議会議員、関係⾏政機関の職員、市⺠により構成し、専門的な見地

から都市計画マスタープラン案に対する意見を述べるとともに、事務局への助言を行

いました。 

 

● 市⺠意⾒反映 

都市計画法第 18 条の 2 において、都市計画マスタープランを定めるときは公聴会

の開催等、住⺠意⾒を反映させるために必要な措置を講ずることとされていることか

ら、岩国市都市計画マスタープランを策定するにあたり、以下の⽅法で、住⺠の意⾒

の抽出を行いました。 
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・市⺠、⾼校⽣アンケート 

市⺠や将来を担う⾼校⽣に本市のまちづくりに関する考えや、計画策定時・前回改

訂時からの市⺠の意識の変化を把握するため、アンケートを実施しました。 

 

・地域別ワークショップ
＊

 

都市計画区域内の各地域の住⺠同士で、話し合いながら地域のまちづくりに対する

意見やアイデアを提案する場として、地域別ワークショップを実施しました。 

 

・住⺠説明会、パブリックコメント
＊

 

岩国市都市計画マスタープランを周知するとともに、計画案についての意見や提言

を広く集めるため、住⺠説明会とパブリックコメントを実施しました。 

 

● 関係機関との調整 

計画策定にあたり、都市計画区域マスタープランに即したものとするため、国や県

の関係部局と協議・調整を図りました。 

 

 

● 庁内連絡会議 

都市計画に関係する庁内各部課の職員により構成し、事業等を実施する行政の立場

で都市計画マスタープラン案を検討するとともに、事務局や関係課相互の調整を図り

ました。 

 

● 事務局 

市都市計画課及びコンサルタントにより構成し、都市づくりの方針の検討・立案、

策定組織の運営、意見収集・調整を行いながら、都市計画マスタープラン案のとりま

とめを行いました。 

 

 

 

序
章
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1. 岩国市の概況
2. 都市計画区域の概況
3. 市民の意向
4. 策定後からの社会状況の変化
5. 岩国市の特性と課題を踏まえた
　 目指す都市の姿

第１章
岩国市の現状と
都市づくりの課題




